
次代を担う人財育成室 未来輝く青少年育成委員会 

 

委 員 長 松本 裕太 

副委員長 沼田 剛志 

テーマ 「生きる力」 

日々、急速に変化する現代社会。 

今までのあたり前が、明日はあたり前でなくなる。 

このような、変化の激しいこれからの社会を私たちは生き抜かなければならない。 

そのためには、「生きる力」を育むことが必要不可欠である。 

 

生きる力とは、 

自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断して行動し、よりよく問題を解決

する資質や能力といった「確かな学力」 

思考力・判断力・表現力などを軸とした「豊かな人間性」 

そして、それらの基盤となる「健康な身体と体力」 

これら 3つの力がバランスよく必要であると考える。 

 

これからの社会がどんなに予測困難な時代であっても、生きる力を身に付け、次代を担う

子どもたちそれぞれが想い描く幸せを実現していけるひとに成長していって欲しい。 

 

人が何事にも真剣に取り組む姿は、人を魅了し、人の心を動かし、感動させる。 

「子どもは親の背中を見て育つ」と言われるが、我々の活動が大きな背中となって子ども

たちの目に映るように、精一杯活動を行っていきたい。 

 

生きる力を育むことで、明るい、豊かな未来を創っていこう。 

未来輝く子どもたちと共に。 

事業計画 時期 予算 

未来輝く青少年育成事業の調査・研究・実践 通年 ２５０，０００ 

尾道の歴史、伝統、文化の調査・研究・実践 通年  

家族会 ３月 １００，０００ 

例会行事 ９月 ６０，０００ 

会員拡大の実践 通年  

中国地区コンファレンス企画・運営 通年  

合  計  ４１０，０００ 

 


